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4) 調査 の 手 法

石黒 善 雄 氏 (昭 和 1

字 )の 資 料 を元 に ,

聞 き取 りをす る。

荒 木 菊 男氏 (市 文化 財審議委 員 )津 田昭彦 (公 民 館長 .ふ る

と講座 事 務 局 )で ま とめ ,推敲 し再 度集落 で確 かめ 収 録 した 。

5)小 字 図 記 入責 任者   自治 会長 お よび学 級 員

(作道 )津 田 昭 彦

(野 村 )堀 江  秀 二

(殿村 )若 林  太 三

(沖 ) 笹 本  正 義

(鏡宮 )村 道  三郎

2年 3月 ,越 中郷 土研究 ,射 水郡作道村の小

各集落 ご とに名称 ,俗 称 を調 べ ,更 に由来の

(久 々湊 )川 端  周 一

(津幡 江 )池 松  寿 朔

(今 井 ) 高 田 誠 一

(高木 ) 渋 田 治 作

(布 目 ) 奈 田 忠 光

利 レ マ 大 字 の 沿 革 一 覧 表 (別 紙

フ ィJヽ キ拝 と そ の 由 来 の 考 察

)大 字 フ  作 道

(1)作 道 の沿革 と領高  (新 湊市史 ,越 中志徴 よ り抜粋 )

村名 の 由来は ,古 くか ら道 にか けて ,延 喜式 (巻 10)の 神名

帳にあ る射水十 三座のひ とり,道 神社 に起 因す る との説がおこな

われて い る。 (道神社由緒記 )

また越 中志徴 巻四によれば ,「 いに しえ奈呉 の湖 中な りしとこ

ろなれ ば ,作 道 と名付 けたるべ し」とあ り,万葉 集巻十二 には ,

「新 治 今 作道 ,新 開 して新たに道 を付 けた る村家 な りし故 に作道

とは言 うな るべ し」と記 されている。

古村 の 作道 の領高は ,「 領石古絵図 」 (前 田家 文 庫 )に よれば

作道村千 百七十 一石 とあ る。江戸時代 当初 の明暦 2年 (1656)に

よれば ,一村千五百余石 ,免相は 4割 6歩 であ った 。文政元年

(1818)の 村鑑 帳 (斎藤家文書 )で は ,領高千参 百 五十石 ,免相

4ッ 3歩 とな ってい る。
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は じめ て 農耕 の 集落 が あ らわれ るのは ,弥 生期 も後 半の こ ろ と考

え られ ,弥生式 土器 が西 津 幡江 .殿 村か ら出土 して お り注 目 され た

ここでの 農業 集 落 の展開 は ,史 料 的 に は平安朝 に さかの ぼ る (和

名 抄七 _約 1150年首)当 時の津 幡江 の 古 村 は ,殿 村 .野村 _東 .西 津 幡

江 を も含め た大 村 で あ つただ ろ う。近 世 初 期 の分 村 まで これ らの村

々は ,そ れ ぞれ「 津 幡江 」の冠名 を もち ,分 村は寛 永 (1624)か ら

承 応 (1624)ま で とす るこ とがで き る 。

中世 期に み える津幡 江は ,か な り大 きな集落で あ つた ことは神宮

文 庫 の 古文 書 (伊 勢市 )か ら想 定 で き る 。市 内最 古 の有 力な 神明宮

(西 津 幡江 .小字 .宮 垣 内の あた り )が 存 在 して いた こ とで推 定で

きる 。

東 津 幡江 は ,元 村 で あ った西津 幡 江 と と も出村 した こ とに よる双

子 集 落 を形 成 した 。か っての大坪 川 が 大 き く蛇 曲 して放 生津 潟 に注 ぐ

水 流 が ここに 滞流 した東辺 部 で ,亀 田川 の流 路 を西 方 に押 しや った形

で ,こ れ を村 川 に取 り入れ た右岸 地 区 (東 辺 )に 出作 し ,移 住集落 に

進 展 して い つた ところであ った 。承 応 4年 (1655)に は ,1日 下条川の

改 修 工事 も完 了 して ,東辺 の片 口村 の 開拓 も進 み ,こ の ころか ら出作

の 東 津 幡江 へ の移住 も進み ,の ち に は 東津 幡江 が親 村 に ,西 が枝村 と

言 われ るよ うにな つた 。

領 高 は 「領 石 古 絵 図 」に よれば ,九 百二 十六石 余 とあ る。明暦 2年

の 村 御 印で は ,草高 千 百 四十 三石 ,免 相 4割 で まさに「 東の 千石領 」

といわれ る大 村 で あ った 。文化 14年 (1817)の 村 鑑 帳 では ,九百三

十 五 石 ,定 免 4ッ ,神 社 三社 (神 明 _八 幡 三 社 )と あ る 。

(2)津 幡 江 の小字 と由来  (別 紙

5 , 大 ―
~,  

殿 村

(1)殿 村 の 沿革 と領高

(殿 村 津 幡江 )

十村 役 の宅 助 の 来住 に由来 す る と言 われ て い る 。宅助 が下村か

らこの地 に移 住 したの は ,承 応 3年 (1655)の こ とで (古 屋敷 1

千 余 歩 )こ こで 扶 持 高 1町 幸 が許 され ,'1に 持 高 260石 (十 村
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ら収穫す る こ とは至難 な わ ざで あ つた 。 (折 橋文書 )

「領 石古 絵 図 」に よれ ば ,領高 千 三百 六 十石余 で 今 井千 石領 の大

村 で あ つた 。明 暦 2年の 村御 印で は ,草 高千三百 七 十 四石 フ免相 4

割 とあ る 。

(2)今 井 の小字 と由来  (別 紙

7 , 大 字 フ  沖

(1)沖 の 沿革 と領高

今井村 の 元 村 で 中世の 農業集 落 。 (郷 村 仮名 附帳 )い まの亀 田川

(大 坪 川 合 流 )の 潅 漑原 に開 けた古 村 で の ち ,「 沖 今 井 Jと 対称 さ

れ た とこ ろで あ つた 。

御鷹 野 道 と言 われ た中世 の草 嶋往 来 が こ こを通 り ,こ の 村 の創成

は交通 史 上 注 目 され る。万 治元年 (1658)の 小杉 新 町 の開 町 に よつ

て 旧作道 往 来 (小 杉往来 )が で きて ,今 井 が幹線 に添 うよ うにな つ

た が ,そ の 反面 で は ,北 陸街道 (往 環 道 路 )が 本 道 とな ちて沖 を見

捨 て裏道 とな った 。

古村 の領 高 は 四百 三十 五石 (領 石 古 絵 図 ),明 暦 2年の 村 御 印で

は ,一 村 四百 4石 フのち寛 文 8年 (1668)検地 で引高 され 寛 文 10

年 の村 御 印 で は ,村 高 三百 四十 八 石 ,免相 4割 で「 今井千 石  沖 3

50石 定 」 といわれ た 。

(2)沖 の 小字 と由来  (別 紙

‐3 , 15メ こ`こ字 , `ヨ彗豪豊1 lE重≡ヨ「

(1)鏡 宮 の沿 革 と領高

も とは 草 野 とよばれ た原 野で あ つた 。 (草 野山無 量寺 由緒 書 )

村 名 の起 源 は 未詳 で い ろいろ考 証 もせ られ る。「越 中志徴 日 J

では ,(和 訓 抄 )を ひ いて ,伊 勢 神 の 地 祇 にあ つて ,地 縁 か らこ

この鎮 守 社 の鏡 宮 に由来 を も とめ て い る 。中世 の ころ ,こ の地方

で活 動 した伊勢 御 師 (先 達 )は ,こ こで おお くの神 明宮 を勧請 し

てぃた 。 (神 宮 文 庫 )や がて
「

この鏡 宮 天 神が村 名 に結 び つ いた
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■ 0, 大 字 , 高 木

(1)高 木 村 の 沿 革 と領高

西 の布 目村 とは 双子村で あ る 。一 村領高 は 明暦 2年 の村 御 印に よ

れ ば ,草 高 五百 八 十九石 _免相 は高 率の 5割 3歩 で あ つた 。なお寛

文 10年 (1670)1村 御印 も同 じで あ る。

当時高 木 村 は ,今 井 .沖 _戸 破 にか けて 禁 猟 区で ,藩 主 の放 鷹の

地 に指定 され て い た 。元 来 この 地方一帯 は ,も との放 生津 潟 の名残

りを とどめ た低 湿 地帯で あ り,不湖 ,無 湖 といつた沼沢や 不 湖 川な

どが あった の で ,渉 禽 .滞禽 の 水鳥の 飛来 “棲息地で あ つた 。

歴代藩 主 は ,参 勤 の途次巡察 をか ねて ,鷹 狩 りを した 。高 木 村で

の 放 鷹は ,寛政 10年 (1670 4月 _御 道 中 日記 )天 明 6年 (1786

5月 ,諸 事 留 帳 )の 記録か ら うか が え る。

諸事留 帳 記 録 抜粋  (11代 藩 主  治 脩  下村 よ り入 つて放鷹

天明 6年 5月 14日 )

中将様  越 中筋 御 鷹野  御成

…… ば ん も高 木宮 ニテ捕 被 遊候 .

また天 明 (1781)の ころ よ り ,高 木村 肝 煎 の石 黒 藤 右衛 門 (信 由

)は ,和 算 .測 量 の学問 にす ぐれ 藩 用 をつ とめ ,以 降 4代 を通 して

大 きな功績 を残 した 。天保 4年 (1833)の 戸 数 は 38軒 で あ る。

(2)高 木 村 の 小 字 と由来   1,11

x Z< r-fff (,= -> v \ -< 旅家  恒雄

富山市に下 富居 (し もふご )と 言 う地名が あ るが ,こ こは ,昭 和 15

年か ら現在 まで富山市 の大字 となつて い るが ,は じめは豊田村で あ つた

その位置 は ,常 願寺川扇状地 の西北端 に近 く ,神 通川下流東方 にあ る

富居は ,「 不湖 」 ,「 副湖 」か らでた もので ,大和言葉の湖 辺 に近 い

湿地の意で ,扇 状地湧 水帯で あ つた ところか ら名付け られた地 名ではな

いかとされて い る。 (越 中志微  豊田郷土史 )。

以上は ,「 角川 日本地名大辞 典 第 16巻  富 山県 424P,」 に掲

記 されて いる 。

一方 ,「 朴́ 木 」には「 フケ 」 と言 う地名があ る 。 (上 記大辞典 )。

「ふ け Jは ,湿 地 ,沼 地のこ とである。 (古 語 大辞典 1433P,小 学

館発行 )。 そ して「 深 田 」と書 いて「 ふ けだ 」 と発音す る。 (同 上 P)

参考 まで に旧 老 田村 ,こ れ は「 ろ う Jと い う漢字 に とらわれ ると惑 ・Ｌ
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※ 新 港 1:業 地 帯 形 成 と

農 地 の 変 化

■ )農 地 転 用

工業用地 の造 成 に伴 う農地 買収は ,新 湊市では全 農用地の三分の

551戸 の農家が離農 し ,約 40-に相 当す る 600ヘ クタール ,

0戸 農家が耕地面積の縮小 を余儀な くされた 。

昭和 37年 12月 18日 ,七 美地区の現 地説明会 を皮切 りに本格的

に買収交渉 が開始 され ,昭和 40年 よ り46年 までの間 に完了 した 。

被 買収農家 の割 合 は ,堀 岡地区で 100%,七 美地 区で 72%,片

口地 区で 58%,農 家 率の高 い作道地区では 40%で あ る。

今 ,作道 地 区の 内訳 をみ る と,昭和 40年 まで 581ヘ クタールあ

った農地が昭和 45年 に468(減 少面積 113へ くた 一ル ),昭 和

50年 には ,455(減 少面 積 13ヘ クタール )計 126ヘ クタール

減 となつた 。特に大 目減少 は ,久 々湊集落 の 61ヘ ク タール を筆頭に

野村集落の 22ヘ クタール ,作道集落 の 17ヘ クタール と続 き ,そ の

1の集落で26ヘ クタールη転用となり,村落の領域が大きく様がわ

りした 。

・ さらにその後 ,宅 地造成 ,企業団地 ,国 道沿線の開 発 な ど目まぐる

しい進展に よ つて農地 が転用 されつつあ る。

-10-
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3 , 村 々大 字 の沿 革 丁 覧 表   (新 酎 史 よ り )

領 同 免 相 その他
大  字 由 来 資 料

1讐婁言
|

神明帳

926年  平安

1171石  領石古絵ロ

1500石  明歴 2

1350石  1文 10

4.6割

4.3

西の千石霞

87戸

1,作 道 道 神 社 の道

古 代

48511 領石古絵目

1098石  明E 2

114411 文化14

4

4.2 71戸

湖 岸 の村

古 代 港

日本書記

古事記

tttJI葉集

2.久 々湊

蔦 i洲
|

東津橋江 1655年

1142石  明睡2

935石 文化14

〔^““”）　　　　　　　　　““【一”一い一一一　　　　　　　　　一，，一一．′́・　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

古

　　　　　　　　石

ユ
淑
　
　
エ
ー

内

　

の

・　　　　　・一・一【一】̈・　　　　　　　　　一〓“】̈）」（一・・・・・・・・，，‘・，，・・・・・・・・・，‘，・・・，・・，・・・・・・

明
3,津 1幡 江 津   弥生1

江ゝ凛  後半

神宮文庫

和名秒 千安露

弥生土器

980石 領石古絵ロ

1118石  覧文10

4.2   津橋llttII領

17萱
4,野 村 野 開 き

1624～

津橋江より

4  宅崩贋札で5戸残る1756

4.2  幕末で 53戸  年
5,殿 村 宅 助 来 住

1624～

1655年 1042石  明E2

938石  文化14

1360石  預石古機国

1274石  現E2
Ｌ
上

書
鳳

１
１
‥
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｄ
層
「

日
干

４ 今井千石

才兵衛 76戸

~111翼

落

中1のお遺野道 430石 領石古絵目

405石 明E2

348石 寛文10 4 24戸  天保4年

|

|

|

7,沖 今井の元村

1067石 領石古絵目

630石 明E2

630石 寛文10

4.5

全国に多し

45戸   __

8,鏡 富 鏡宮天神より

中せ農村の上俗信悌

和ヨ抄 IE戸 罵

神宮文庫

l         ~

1  承応元年

267石 領石古絵国

267石 寛政3

5.2 員持ち5戸ナ村

16戸 天操4
布 目 市日高木

1652年  分村

589石 喘E2

58911 寛文10

5.3 江戸鳳放E地

38戸
'o,高 木

l目

の双子ll    l

l
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逆 子

手 の浦

内の小 田

砂 山

上 野 田

下 野 田

島巻

領 石

囲 の 内

苗 代

南 の 区 ,

ギャ クシ

テウ ラ

ナカ ノコダ

スナヤマ

カ ミノダ

シモ ノダ

シママキ

リュウセキ

ナワシロ

北 の区 (不 明 )

億に イトワリあり

テノウラ

色に 野 田

リ ョウゴメ

カコイノウチ

性に 村申苗代 晋苗代

小 字 外 の 田

川 の 浦

珂ヽ さい田

砂 で 盛 った 田

肥沃 田

地形 か ら

御 子 塚 の囲 内

育苗 田  よい田

新 区割 り

52

地 形 か ら

古 屋 敷 あ とか

明 治 初 期新開地

大 き し`田か

土 盛 りした 田

だん な 六兵 衛の開 田

大 き く割 つた田

地形 から 長 く割 る

は さ場 日の意 か

開田者 名

砦 ,城 あ とか

鳥  雁 の飛 来 田

塚地 あ とか

開 田者 名

社 地  杉の大木 あ り

地 形

字2 , 久

瓢 畑

古 屋

'東 芦 原

八反

中 島

夜:漉寒  クナ ト

ユ ゥゴウバ タケ

フ ル ヤ

ヒガ シヨシバ ラ

ハ ッタン

ナカ ジマ

ロクベ エ ダ

ヲワ リ

ハ ツ ノシ ョウ

エ ン バ

クダ リ

ナガ ワ リ

ホシバグチ

ゴ ヨ ゥモ ン

ナイ コジ ョウ

キタウラ

ガンダ

キ タツカ タ

ゼンザエ モ ン

モ ッピヤ クメ

イ リノガ リ

クグ ミナ

地球

卜  /1ヽ

1石

1石

9_9斗

1石

1石

9_9斗

9_7斗

9_7斗

9_9斗

1石 4升

1石81

l ll‐ 4升

1石8升

1石 1斗

1石 9升

]石 1斗

1石9升

1石 4升

1石 1斗

1石 1斗

六 兵衛 田

大 割

八 之 庄

遠場

下里

長 割

千場 ロ

五右 衛門

苗古 城

北 浦

雁 田

北 塚 田

善左 衛門

六百 宮

入野 支

サガ リ
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4

, 野

三千 保

西替 歩

狭 間

代地

六斗 成

源左 衛門

彼 岸 田

道 山

若宮

二 十苅

姫 ノ木

摘作

管 原

禅 田

番 場

苗 代

土 居 付

永割

塔 の木

中 ノ坪

丑 免

天 保

西 手

東 手

, 殿

海 老 作

十 五俵 目

風 呂腰

角 道

吉乃 木

前 田

オ寸  ノンダ .

サ ンゼ ンポ

ニシカエダ

キ ョウマ

ダイチ

ロク トウナ リ

インザ イモ ン

ヒガ ンダ

ワカ ミヤ

ニ ジュウガ リ

ヒメ ノギ

ヒエ ダ

バ バ

ドエヅキ

ナガワ リ

トヤ ノキ

ナカツボ

テ ンポウ

オ寸  トノンダ

エ ビサ ク

ジュウゴヒ ョ

フ ロ ゴ シ

カ ドミチ

マエ ダ

-16-

ノム ラ ・小 字  214

ニ シカイボ

ハザ マ

ロ ク トナ リ

ゲ ンザ イモ ン

ミチヤマ

ヒメ ノキ

ツゾ クリ

スキハ ラ

バ ン バ

ナワ シロ

ドイッキ

トウ ノキ

ナカ ノツ ボ

ウスメ ン

テ ンポ

ニ シテ

ヒガ シテ

小字  8  18
1 エ ーベ ーヅク

ウメ

カ ク ミチ

ヨシノギ

国衛 領 か やせ地

田地割 りか ら

小 さい田

交 換地 か

収穫 高 か ら

開 田者 か

や せ 地  お臓 を拝ん趣 あと地

社 領  やせ地

免 租の ため

肥沃 田

″

スゲ原のなまりか

〃

番:小 屋 が あ った 田か

育苗 田
‐
肥沃 田

長 く割 った 田

中質 田

肥 沃田  口爾領か天保目拓か

村の西

村 の東

人名 か

収穫高 か らか

地、形  道

前の 田か



宮 田

川 々

大漬

永割

細 田

村 中

下 馬場

門杉

南浦

上 馬 場

榎木

島木

流 田

池 頭

八 幡 田

黒稲 田

馬黒

江又 木

鐘免

沖 田

宮 垣 内

西 村 中

棒越

紐分

鉾 の木

竹 の越

市牧 田

花懸

南浦

興五 郎

大池

ミヤ タ

カワガワ

オオハ マ

ナガワ リ

ム ラナカ

ン
′

モ :バ バ

カ ドスギ

ミナ ミウラ

カ ミ:バ バ

ヨノキ

シマキ

ナガ レダ

イケノア タマ

ヤハ タダ

クロイナダ

ウマ クロ

エマ タギ

ヨロ イメ ン

オキダ

ミヤガキナイ

ニシム ラナカ

ポオ ゴシ

ク ミワケ

ホ コノギ

タケゴシ

社領

新 開地

地形

人 の集 まる場所

馬場 あ と 狩 り使 役

場所 か ら

馬場 あ と

ヨノキ の大木 との日饉か

丘の場 所

地形 か

社領  八 幡宮

村 の 田

社領 (市内最古神明社 )

村 の西

川 に棒 を渡 して越 す

内最古の神明宮 応和2年 の鉾に関係か

川 に竹 を渡 して越 す

「
口

Ｅ

獲

晏

曇

讐

霊

曇

・
ミ

Ｅ

髪

賃

一一一
・ヽ
三

一‥
―
キ
〓

妻

言

‥

2級地

1級地

1級地

2積地

2級地

1績地

2毅地

1敏地

2級地

2積地

ゴて  タカキ

イチマキダ

ハナカ ケ

ミナ ミウラ

ョゴロゥ

オオイケ

チ マ イダ 肥沃 田 大 きい田

小 字 27

イ

肥沃 田 場所 をさす

開田者 名

場所 をさす
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五 俵 目

申 田

猫 塚

苗 代

天 保

杉 下

, 布

引地

三百 苅

入 の 〕私

五間瀬町

豆 田

大 豆 田

二 十苅

甚九 郎

一 番割

二番割

大 墓

笠 持

巳の 内

春 の本

小百 苅

沖爆題五反田

r 弘

r江 測

布目天 保

高ホ天 保

ゴヒ ョウメ

ナカ ダ

ロ  ノノメ

ヒキ ジ

ネコズカ

ナワシロ

テンポ

スギ シタ

小 字 ヌ ノメ

ゴタ ンダ

フケ

エ プ チ

テ ンポ

テ ンホ
°

小 字  26フ 今 井  イマ イ

諏 訪    ス ワ

笈 田    ソウ ケダ

深 松    フカ マ ツ

サンピャクガ l

イ リノフケ

ゴマゼマチ

マメ ダ

オオマメダ

ニジ ュガ リ

ジンクロウ

イチバ ンガ リ

ニバ ンガ リ

オオハカ

カサ モチ

ワノウチ

ハル ノキ

ゴヒャクガ リ

9
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スボウ

収穫 高 か ら

肥沃 田

肥沃 田

育苗 田 肥沃田

国衛 領  〃

″

20

地主 の地 味 の よい田

免租高  中質 田

下質 田 不 湖 あ と

中質 田 大 きい田

収穫高 か ら

開 田者 名  上質田

一番の 肥 沃 田 〃

中質 田

墓地 あ と  下質 田

地蔵地 か   ″

上質 田

中質 田

下質 田  500潮 か

入 り会 い地

〃

〃

国衛

入 り会 い地

諏訪神社  社領

地形か ら
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